
6.′研究活動
(1)各研究部門及び付属施設
進化系統研究部門

形態進化分野

片山一道 ･演田 穣 ･毛利俊雄 ･

園松 豊 ･早川清治1)

く研究概要)

A)ヒトの進化の特異性に関する形態学的研究

片山一道

ヒトは非常に特異な身体特徴をもつ大型類

人狼の一種である｡そのヒトの特異性を形態学の

方法で検索すること､同時にけた外れに大きなヒ

トの多様性の意味を解明すること､もってヒト化

およびサピエンス化のプロセスの実態､要因､特

性などを広く霊長規の進化と適応現象の文脈の中

で総合的に考察していくことがテーマである｡

ヒトなどの骨格を肉眼観察や計測で調べる

骨学研兜が主要な研究方法だが､ときにX線投影

法などを駆使した生体学的研究とか､成長加齢現

象の分析なども行っている｡できるだけ独自の視

点でできるだけシンプルな方法で身近な問題を扱

い､まさに大きさと形だけでヒトの特異性を解明

していこうとするのが､この研究の心髄である｡

もとより人類の進化､つまりヒト化とサピ

エンス化のプロセスには.他の生物の進化とは異

なる大きな特性がある｡ひとつは遣伝子の変化を

伴わず､体形､行動､存在様式だけが異常な速度

で変化した点.ひとつは特殊化せずに,どんどん

分祁城を拡大していった点である｡だからヒトの

本田に近づくには.肉眼形態学などのマクロな方

法論でアプロ-チするのが有効な手段となる｡ヒ

トの進化の実態.要因､特性を再検証することに

よって､｢人間とは何か｣を考える人間論の領域

に深く陀み込んでいきたい｡

B)古人骨の骨考古学的研究

片山一道 ･杉原消貴2)･中井将嗣2)

古人骨や化石人骨の研究は､先史時代や過

去の人びとの体形や容貌などを推察するための唯

一の手段である｡同時に.それらの人びとの生活

形態を知るにも重要な手段となる｡個々の骨に活

動痕､生活痕､病症､傷痕などが刻まれ､骨の元

素構成が食物内容によって影響を受けるからであ

る｡また多数の人骨を調べることにより古人口学

の問題にアプローチできるからである｡

古人骨や化石人骨を形態学的に調べること

により.あるいは同位体元素などを分析すること

により,過去の人びとの日常的な生活活動､特殊

活動､食習慣､健康状態､社会的な構成などを明

らかにする｡これが研究の骨子である｡

C)チンパンジーとニホンザルの加齢に伴う身体
形態と体組成変化

憤田 根

チンパンジーの縦断的発育研究を継続した

(8-9才､9頭､㈱三和化学研究所飼育)｡これらの

披験体はすでに急速な身体充実期の終了を迎え､

Ⅹ線写真で観察される骨格も一部を残して成熟し

ている｡長さ次元での思春期発育スパートの存在

を検討すると､ヒトやニホンザルに見られる以著

なスパートが存在しないことが見出された｡周思

春期ニホンザルの縦断的研究でも,身体成熟の形

態資料を収集した｡

両種のⅩ線写真を用いて､横断的 ･縦断的

に筋3中手骨 ･中足骨の長さ･幅 ･骨質Jgさの年

齢変化バターンを検討した｡オスの中足骨で､特

徴的に幅成長が著しいことなどが見出された｡そ

れと並行して両種の骨密度を計測し､年齢変化パ

ターンを予備的に分析した｡

導入されたDexa(2波長X線吸収血測淀浪

匿)を用いてニホンザルの体組成研死を開始した.

骨塩見 ･体脂肪量 ･除脂肪軟部組紙虫3要素､特

に脂肪量と身体サイズから計算される肥綱指数の

関係などを予備的に分析した｡

D)ガボン共和国における規人狼の系統 ･形態学

的研究

依田 機

同国北東部のイバサーミングリ間地域､およ

び南東部のバクンバ地域で西口-ランド･ゴリラ

とツエゴチンパンジーに関する予備的フィールド

調査を行った｡それぞれの地域で規人狼とオナガ

ザル類の豊富な分布が確認され､今後の形態 ･ロ

コモーション･岨噴ななどの観察ならびに迫伝的

分析に用いる脱落毛の収集等の調査を行うため

1)文部技官 2)大学院生
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の.基礎汽料が得られた｡また､フランスビル国

際医学研究センター(CIRMF)において､西ローラ

ンド･ゴリラの生体計測と手足郎X緑写rt拍形を

行い､チンパンジーの年齢変化バターンと比較検

討を行った｡

E)ヒトをふくむ霊長類の骨格､とくに頭蓋骨の

研死

毛利俊雄

先年おこなったマカク属頭蓋サイズの性差

の分析を補完するため,霊長類の体重の性差にか

んする研究を点検した｡その結果､特異な現象と

してとらえていた非スラウェシマカクで頭蓋サイ

ズの性差が体サイズの増大にともなって減少する

仰向は新世界ザルや原桧にもみられていることが

分かった｡したがって､サイズの性差はサイズの

大きな種で大きいという従来の一般的理解は､ヒ

ト上科 (ゴリラとオランウータン)や旧世界ザル

(ヒヒ類とテングザル)など特定の分類群での印

象的な事例にひきずられているようである｡

頭蓋計測値からみたニホンザルの地域変晃の研

究､考古追跡出土骨の研究などを続行している｡

F)束アフリカにおける化石霊長類の研究

団松 豊

東アフリカのケニヤ共和国北部において､

古生物学的野外調査に従郡し､中新世中州から後

期に渡る時代の化石を採処した｡調査は､約

1500万年前の地層が広がるナチョラ地域と､約

950万年前の地層が露出するサンプル丘陵の2箇

所でおこなった｡今回の調査で得られた標本のな

かには､ワニ､カメなどの水生佃虫類､各種噴乳

班の他､約1500万年前の比較的大型の化石類人

椴KenyaDL'thecusの歯牙や体肢骨も含まれてい
た｡

G)束アジアにおける化石霊長類の研究
団松 豊

中準人民共和国北京市にある中国科学院古

人頬与古脊椎動物研究所を訪問し､ここに保管さ

れている璽柄省禄立県出土の大型邦人椴

LulengpJ'u7eCuSの化石を調査した｡

H)束柄アジアにおける古生物学的研究
国松 盟

タイ北部の放カ所の中新世化石虎地におい

て袈両採処および発掘をおこなった｡調査した化

石産地は､､ソプ･メ一･タム､メー ･ソィ､チェ

ン･ムアン朕坑.フアイ･シュウ､パン･サン･

クラン､バン･プ一成坑､メ一 ･'ロン､ナ一 ･サ

イ廃坑.パ･カー炭坑､バン･ナ一 ･クラン炭坑､

メ～･モー炭坑である｡ワニ､カメなどの水生佃

虫類,ヘビ､瓜軌 貝類の他､鳴乳類化石も採処

された｡吏鷲念ながら霊長類化石は未発見であるが､

晴乳類化石のなかには､少なくともゴンフォテリ

ウム科のゾウ.サイ科､イノシシ科､マメジカ科.

シカ科が含まれ､その他におそらくウマ科と考え

られる体肢冊も存在する｡カメ化石には,スッポ

ン柄とそれ以外のカメが含まれている｡魚類につ

いては､椎骨の直径が数ミリ程度の比較的小型の

ものから､直径20-30ミリ程度の大型のものま

で混在している｡規つかの産地ではヘビの椎骨も

採集されたが､椎骨のサイズからみて､かなり大

型のヘビが生息していたと推測された｡

(研究業績)

論文

一英文-

1)HamadaY..Udono,T..Teramoto.M.&

Hayasaka.I.(1998)Developmentofthe

HandandWristBonesinChimpanzees.

Primates39(2):157-169.

2)Inoue,K..Hukuda.S..Nakai,M.&

Katayama.K.(1998)Erosivearthritisofthe
footwithcharacteristicfeaturesof

tophaceousgoutintheJomonskeletal

DOPulation.AnthropologicalScienceI06(3):
221-228.

3)Inoue.K..Hukuda.S..Nakai.M.Katayama,
K.皮Huang.G.(1999)Erosiveperipheral

rx)lyarthritisinancientJapaneseskeletons･.

Apossiblecaseofrheumatoidarthritis.

InternationalJournalofOsteoarchaeology
9:1-7.

4)Katayama,K (1998)Auditoryexostoses

amongancienthumanpopulationsinthe

circum-Pasificarea:Regionalvariationsin
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theoccurrenceanditsimplications.

An山ropologicalScience106(4):285-296.

5)NakatsukasaM.Yamanaka,AーKunimatsu.
Y,Shimizu,D.&Ishida.H.(1998)Anewly

discoveredKenyapL'ulecusskeletonandits

implicationsfor仙eevolutionofpositidnal
behaviorinMioceneEastAfricanhominoids.

JournalofHumanEvolution34:657-664.

6)Oda,H..Nakamura,T.&Katayama,K.

(1999)Radiocarbondatingofcharcoal

samplesexcavatedfromVairorongasite,

MangaiaIsland.southernCookIslands,

Polynesia.In:PrehistoricCooklslands:

People,Lifeand Language.Part1.

AnthropologyandArchaeology.Katayama,
K.andShibata,N.(eds.),CookIslands

LibraryandMuseumSociety,Rarotonga,

pp.115-119.

7)Oshima.N..Yamaguchi.Y,Igarashi.Y.&

Katayama,K.(1999)The1989-1990

archaeologicalresearchonMangaiainthe
CookIslands.In:PrehistoricCookIslands:

People.LifeandLanguage.Part1.

AnthropologyandArchaeology.Katayama,
K.andShibata.N.(eds.).CookIslands

LibraryandMuseumSociety,Rarotonga.

pp.17･43.

-和文-

1)片山一道 (1998) 縄文人の外耳道骨腫 :そ

の出現率の地域差と要因.檀原考古学研究所論

如13:591-609.

2)屯利俊雄 ･奥千奈美 (1998)西日本縄文晩期

抜歯型式のもつ意味.考古学研究45:91-101.

3)小凹寛ft･中村俊夫 ･片山一道 (1999) ク

ック相島マンガイア島ワイロロンガ追跡出土木

炭の放射性炭索年代.名古屋大学加速器質量分

析計某紙報告番Ⅹ:103-111.

総説

一英文-

1)Katayama,K.&Shibata,N..(eds.)(1999)
PrehistoricCookIslands:People,Lifeand

Language,Part1.Anthropologyand

Archaeology.CooklslandsLibraryand
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MuseumSociety.Rarotonga,245pp.

2)Katayam a,a & Shibata,N.(eds.)(1999)

PrehistoricCookIslands:People.Lifeand

Language,Part2.Mangaian-English

Dictionary.CooklslandsLibraryand

MuseumSaiety,Rarotonga,390pp.

-和文-

1)溝田穣 (1998)ソラトス ･グエノンの紹介.モ

>*-42(3)(=No.281):21123.

2)清田穣 (1999)第二章 霊長類の系統分H.r霊
長類学を学ぶ人のために｣(西田利貞 ･上原韮男

編),世界思想社,京都.pp.25-48.

3)演田穣 ･鵜殿俊史 (1998)コンゴ共和国にお

ける類人猿保讃施設について一特に野生役帰に

関して.モンキー42(4=No.282):14-19.

4)潰悶穣 (1999)コドモ期が長いというヒトの

特徴一成長パターンからみた霊長煩の進化.料

学 69(4):350-358.

5)片山一道 (1999) ｢考える足 :人はどこから

来て､どこへ行くのか｣.日本経済新聞社.火京.

269pp.

6)片山一道 (1999)｢オース トロネシア人｣の

身体特徴.｢オーストロネシアの民族生物学 :

東南アジアから海の世界へ｣(中尾佐助.秋辺智

弥編),平凡社.東京.pp.13-36.

7)片山一道 ･毛利俊雄 (1998) 縄文人と ｢弥

生人J.｢縄文人と弥生人 :その時代を生きた
人々の表情｣,神戸市教育委員会.pp.1･6.

8)片山一道 (1998)新方人骨. ｢縄文人と弥生

人:その時代を生きた人々の表情｣.神戸市教育

委員会,pp.9-14.

9)中井将嗣 ･片山一道 (1999)日本人の下敬骨

でみる時代の流れ CLINICALCALCIUM9:
18-22.

10)高井正成 ･陸慶五 ･園松豊 ･茂原侶生 (1998)

東アジアにおけるホミノイドの進化一中国雷雨

省から産出するLuLbngpJ'thecusをめぐる開祖

点. 霊長類研究14:7-24.

報告 ･その他

一英文-

1)HamadaY,OkayasuN.皮UdonoT.(1999)

Pre】iminary Field Survey for the

phylogeneticalandMorphologicalstudyon



PrimatesInhabitingForestsintheRepublic

ofGabonwithaNoteontheConservation

StatusofPrimates.平成8-10年度文部省科学

研発汗補助金(国際学術研究)rアフリカ頬人猿
の共生 ･共進化に関する比較研究｣研究成果報

告巧.pp.129-136.研究代表者:山極恭一.

2)Kunimatsu,Y.& Ishida,H.(1998)An

AfrtcanoreopithecidDiscoveryofthe

Japan-KenyaJointProject.(中国文題名 ｢日

本一博尼亜合作項目発現的一種非洲山猿｣(中国

晒訳:青学平).In:''元謀人"発現三十周年紀念

望古人類国際学術研討会文集(文集編輯委員会 ･

縮)雲商科技出版社発行,昆明市.(英文:pp.

265-271.中国文:pp.164-167).

一和文-

1)河田穣 ･菊池泰弘 ･囲松凸 (1999)ニホンザ

ルとチンパンジーにおける械骨横断面の骨虫と

骨密度の年齢変化.平成9-10年度文部省科学研

究沖補助金基盤研究 (A)(2)r運動と骨のリモ
デリング :高齢化社会の健康に関する人類学的

研究｣研究成果報告雷.pp.18-32,研究代表者:

石田英実.

2)損田穣 (1999)ニホンザル中手骨と中足骨の

年齢変化とその機能的意味.平成8-10年度文部

省科学研究費補助金基盤(A)-(1)｢上下肢の機能
分化からみた霊長類の運動適応｣研究成果報告

乱 pp.57-63,研究代表者:岡田守彦.

3)平田泰紀 ･片山一道 (1998) 第3費 堺市 ･

現涼都市追跡 (SKT528地点)出土の江戸時代

人骨について.堺市文化財調査概要報告.那71

冊.pp.45-51.

4)石田英実 ･中務文人 ･菊池泰弘 ･堺田穣

(1999)ニホンザル損骨横断面における骨量と

骨密度の年齢変化.平成9-10年度文部省科学研

究費補助金基盤研究 (A)(2)｢運動と骨のリモ

デリング :高齢化社会の健康に関する人類学的

研究｣研究成果報告書.pp.1-17.研究代表者:

石田英突.

5)片山一道 (1998)梅をめ<る人類史 :人は泊

とどうかかわってきたか.NHKスペシャル

r梅 ･知られざる世界､節1巻J所収.日本放送

出版協会.pp.48･49.

6)片山一道 (1998) ｢昆虫少年｣伝祝.エコソ

フィア2:10-13.

7)片山一道 (1998)縄文人の等身大の姿 :20万

人の r懲通の人びとJ.NTTホームページ り＼

ローねっとジャパン～縄文ネットワーク～J,

NTT出版.p.1.

8)片山一道 (1998)白川火葬群.第3号墓の骨蔵

着岸内の古人骨について. 奈良県文化財調査報告

S.第73弘.pp.80-88.(報告書の公式発行年は

1996年)

9)片山一道 (1998)人間と共生するポリネシア

の犬たち.エコソフィア2:58-59.

10)片山一道 (1998)藤原京第80次調査 (四分遺

跡)出土人骨. 奈良国立文化財研究所年報,

1998-ⅠⅠ.pp.15-16.

ll)片山一道 (1998) ポリネシア.海と空のは

ざまに.｢やしの実大学｣所収.｢やしの実大学｣
八丑山爽行委員会,pp.15118.

12)片山一道 (1998)ポリネシア人の島国気質.

SouthPac汀ic206:ト8.

13)片山一道 (1998)私はタヒチのお上りさん.

CDrへヌアの rポリネシアlJ解説.pp.1-2.
14)片山一道 ･杉原消費 (1998)四分迫跡の合

葬墓で出土した弥生時代の人骨.奈良国立文化

財研究所年幸臥1998･ⅠⅠ,pp.8-ll.

15)片山一道 ･中原祐介 (対談) (1998)ヒトは

いつから絵を描いたか. 草月239:33-39.

16)片山一道 ･山稜恭一 (対話) (1998)直立歩

行と言泊をつなぐもの.大航海 22(5):52-69.

17)片山一道 (1999)南太平洋の古代人 (上).読

売新聞.1999年2月12日付夕刊 : 同 (中).読売

新聞.1999年2月15日付夕刊 :同 (下).読売節

聞,1999年2月16日付夕刊.

18)囲松豊 (1999)類人泊はどのように進化して

いったのか? ｢サイアス｣1999年2月号.pp.

67-70.

19)杉原捕fI･片山一辺 (1998)長野岡田古墳群

に由来する人骨Yf料.向日市埋蔵文化財調査報

告S.邦46鵜pp.263-269.

●
学会発表

一英文-

1)Hamada,Y.,Kikuchi,Y.,Nakatsukasa,M.,

Kunimatsu.Y.,Ishida,H.皮 Udono,T.

(1998)Preliminarystudyontheage

changeinbonedensityandthecross-
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SectionalshapeoftheradiusofJapanese

macaquesandchimpanzeesusingPQCT.

InternationalSymposium "TheUseof

DualEnergyX-rayAbsorptiometry(DEXA)

inNonhumanPrimateBoneandMineral

Research●'(March1998.Universityof

Washington.Seatle,USA).

2)HamadaY.(1999)FunctionalImplications

fortheagechangepatternofMeta-carpal

and-tarsalbonesinJapanesemonkeys.

InternadonalWorkshop"A血 realk omotor

AdaptationinPrimatesandItsRelevance

toHumanEvolution"(March1999,Kyoto).

Abstractspp.13-16.
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集団退伝分野

庄武孝義･川本 芳･平井啓久

く研究概要)

A)ニホンザルの処団迫伝学的研究

川本 芳･庄武孝義

中部以西にみられるミトコンドリアDNA

の地理的変兄を調査し､Dループ坂城の塩基配列

の比較を進めたご得られた結果を､犬山市で開催

された西日本ニホンザルフォーラムおよび東北ニ

ホンザルフォーラムで発表した｡また､束北地方

の絶滅地域に残る舌骨のDNA分析もおこなった｡

B)Macaca属サルの系統関係

川本 芳･Perwitasari-Farajalla九Dyahl)･

庄武孝義

スンダランドのカニクイザルにみられる血

液蛋白変兄とミトコンドリアDNA変兄を調査し

た｡得れらた結果は､岡山市で開催された苅14回

日本霊長類学会大会で発表した｡

C)ヒヒ類の種分化に関する集団遺伝学的研究

庄武孝義･菱田 靖2)

文部省科学研究費によりサウジアラビア北

部のメヂナ近郊と､タイフの2ヶ所でマントヒヒ

の捕沌調査を行い計40頭の血液サンプル入手,目

下エチオピアの純粋マントヒヒと遺伝学的比較を

行っている｡結果の一郎とこれまでに行ってきた

ゲラダヒヒの結果を犬山シンポジウムで発表し

た｡

D)マダガスカル産田的刑の迫伝学的研究

川本 芳･平井啓久 ･郷 FJf広l)･小山紅樹3)
アフリカ地域研死rZ料センターとの共同研

死で､マダガスカル.Qに生息する原拾掛 こ関する

閃光を進めている｡絢郡のペレンティ保吉男区に生

息する原綾類の地色体･分子変児の検索を行って

いる｡また､チンバザザ勤抽物同との非同研究も

進めている｡

E)ツパイ類の集団遺伝学的研究

川本 芳 ･庄武孝義

今年度はタイのマレー半島部のコモンツパ

イから得た試料を処中的に分析した｡ミトコンド

リアDNAのCO2コード街域の塩基配列比較をお

こない､コモンツバイに2系統あること.地理的

分布が定説に矛盾することを発見した｡

F)サバンナモンキ-の集団遺伝学的研究

嶋田 誠4)･庄武孝義

サバンナモンキーの地域集団間 ･亜種間分

化についてミトコンドリアDNAを指標に研究を

行っている｡aethJ'ops亜種内で発見されていた､
ミトコンドリアDNAのハブログループ間の分子

系統的な差先は亜種間変兄の差兄に匹敵する､と

いう途中経過を学会発表した｡

G)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武草花 ･川本 芳

在来家畜とそれらの野生原棚の野外調査に

よって､家畜化現象そのものの央田近伝学的解明

と各種家畜の集団間近伝分化､系統的相互関係の

解明を行いつつある｡今年度は共同利用研究会gT,

28回ホミニゼ-ション研究会 ｢人間と家畜｣を開

催した｡

H)霊長籾の地色体進化に関する分子細胞迫伝学

的研死

平井啓久

ヒト上科のrDNAとβ-サテラトDNAのゲ

ノム内分布のデータに､正確なゴリラのデータを

1)大学院生 2)COE研究支援推進員

3)京大アフリカ地域研究資料センタ-
4)COE非常勤研究員
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